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緊急災害時における放送についてのご要望について

拝啓

平素は、NHKの 放送 に格別 のご理解 ご協力 を賜 り、厚 く御礼申し上げます。

このたび、貴連盟からいただ きま した 「聴覚障害者支援について緊急要望(連 本第

120188号)」 につ きま して ご回答 申 し上 げます。

1.緊 急災害時 にお ける ロー カル番組 を含むテ レビ番組への 「手話通訳 と字幕」の付

与について

このたびの九州北部豪雨の報道におきま しては、「おはよう日本」 「ニュース7」

「正午の ニュー ス」 「ニ ュー ス ウオッチ9」 な ど、主な定時全 国ニュースの延長編

成措置を図 りま したが、九州北部豪雨関連ニュースの字幕付与 もそれにあわせた体

制で実施いた しました。

手話ニュースにつきましては、九州北部豪雨の情報を中心に、大雨への警戒を繰

り返 し呼び掛けたほか、被害の状況や今後の見通 しなどを詳 しくお伝えしま した。

NHKで は、ローカル放送 で字幕放送 がついていない場合でも、画面表示だけで

状況把握できるよう逆L字 画 面で きめ細 かな情報 を付加 するな どの工夫を してい

ます。

九州北部豪雨関連におきま しても、7月12日 の熊本 にお ける記録 的短時 間大雨

情報(午 前4時30分 までの1時 間)は 、熊本局 が逆L字 画面 にて午前4時31分

か ら午前6時 にかけてお伝 え しま した。 さらにその後、避難勧告に関する情報が出

た場合は、必ず画面に速報スーパー して対応 しました。また、九州の各放送局では、

7月12日 か ら16日 まで大雨に関す る特設ニ ュースや逆L字 画面 による雨量、地

域 の被害状 況や生活情報などをできるだけきめ細か くお伝えしま した。

手話放送の実施時間の増加につきま しても、専門技術者の確保などさまざまな課

題があ ります。
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NHKで は、定時全国ニ ュース番組 への計画的な字幕拡充 と音声自動認識方式の

実用化に向けた研究 とあわせて、インターネ ッ トやデータ放送等の伝送路を活用 し、

必要な情報 をきめ細か くお伝え していきたいと考えています。

2.緊 急災害時 にお ける、ロー カル番組を含むニュース、その他の必要な情報の特定

非営利活動法人CS障 害者放 送統一機構 様 への速や かな提供について

NHKで は、平成16年10月 の新潟 中越 地震お よび 平成19年7月 の新潟 県中越

沖地震 にお いて、 「CS障 害者放送 統 機 構1」様か らのご要望 を受け、NHKの

ホー ムペー ジに掲載 してい る地震関連情報を、一定の条件のもと提供 させていただ

いてお ります。また、昨年3月 の東 日本大震災 にお きま して も、NHKの ホー ムペ

ー ジに掲載 してお ります 「各放送局災害情報」の使用についてご要望をいただき
、

提供 させていただきま した。

このたびの九州北部豪雨では、ご要望はいただいてお りませんで したが、緊急災

害時には、引き続きこれまで同様の対応を していきたい と考えてお ります。

緊急報道の際のニュース送出現場は、視聴者 のみなさまにより迅速に最新の情報

をお届けす るために時間を争 って対応 してお ります。こ うした状況での放送内容に

ついての制作連携や放送実施以外での特定の相手先への情報提供 につ きま しては

極めて難 しいことは、なにとぞ重ねてご理解いただきた く存 じます。

貴連盟か らいただきま した貴重なご意見は、緊急報道をはじめとす るNHKの 放

送等へ の参 考に させ ていただ きます。今後 ともNHKの 放送事業に ご理解 とご支援

をい ただきます ようお願い申し上げます。

敬具
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